
青刈トウモロコシ栽培の省力化に関する試験（第１報）

イタリアンライグラス跡地における全層播栽培

堀内悦夫＊

緒言

酪農経営の成否は，粗飼料の自給度に左右される度合が大である。酪農を円滑に推進させる

ためには，生産費の低い自給飼料の豊富な供給が前提であると考えられるｂ西南暖地における

イタリアイライグラスは，刈取後の再生長が旺盛で，多収性に富み優良な牧草の一つとしてあ

げられている。しかしイタリアンライグラス刈取跡地は,一般に痩薄化するといはれ,殊に根は

地表面の近くで綴密な網状を形成するため，すき越しに困難をともない，刈株や根が土塊を大

きくして，砕土,地均しにかなりの労力を要している。中馬７)は土壊中の残存乾物根量は０～４５

c1m層に，58.31Ｗαを占めて耕起に一層困難を来すとし，また西村‘)は，耕起を容易にするには

まづその刈株を殺し，窒素を添加して根のＣ/Ｎ比を狭めpH，Ｅｈを調整することが有効で，そ

れには石灰窒素を散布することが甚だ有利であると述べている。

この様に，イタリアンライグラス跡地には耕起等に種々の困難性をともない’これを解消す

るため，畦立・播溝作り・覆土などの作業を必要としない，青刈トウモロコシの全層播栽培を

試みた。

なお，トウモロコシ畦立栽培の報告例は数多く見られるが，全層播栽培についての報告はあ

まり見られず，栽培技術的に更に究明すべき問題点は少なくないが，一応ある程度の知見を得

たので報告する。

本試験にあたって本学部農場長船引真吾教授には，試験上の便宜と指導を受けた。また本学

部作物学研究室津野幸人助教授には有益なる助言と指導を受けた。なお，本試験は小原重雄，

松原茂両氏の協力を得た。ここに厚く深謝の意を表する次第である。

Ｉ試 験材 料及び方法

本試験は1967年，愛媛大学農学部附属研究農場の圃場で行なはれた。

前作のイタリアンライグラスは約1,2001Ｗαの生草収量が得られた。刈取後の残存刈株，残

存根（以下残根と呼ぶ）の風乾重は地上部重30.51Ｗα，地下部重70.8彫/ａ（０～15”層）合

計111.51Ｗαであった。

土壌条件：土性は壌土で牒は殆んど認められず排水および肥沃程度は，中庸であった。

耕起方法：トラックターにより20～25“の深さのプラウ耕を行なったが，反転は充分でなか

った。砕土はトラックターのロータリー耕にて２回行なった。

供試品種：黄色馬歯種（在来エローデントコーン，愛媛媛久万町産）であり，1.000粒重は

５７．８１，１２重は722.09であった。

播種期は６月20日，収穫期は８月１１日，生育日数は53日であった。

*農学部，研究農場 ､－５３－



Ⅱ試験結果 及び 考察

（１）全層播後の種子の分布の均一性ならびに垂直分布について

播種直後における種子の分布の変異と，ロータリー耕後における種子の分布（０～７cmu層）

の変異係数は第２表に示される。これによると，播種後の種子の変異係数は36.8％を示し，ロ

ータリー耕後に於ては29.7％であって，多少ローダ
第２表全層播後の種子の変異係数

リー耕後が低くなっている。このことより，ローダ

〈したとうりで区制は２区制，一区面

第１表試験区の構成（10α）
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〔注〕全量元肥，化成肥料（14.0,9.0,13.0）

播種及び覆土方法：全層播区は畦巾5.0ｍに，肥料と種子を手播にて均一に散布したのち，

大型耕転機（ナタ爪の交互向）にて,深さ０～７cImの全層に混和した。慣行区は大型耕転機に
て，1.0m,巾の畦立后，２０cm､巾の播溝をきり，施肥したのち均一に播種し，そのあと平鍬にて

覆土した。

労働時間の調査方法：トラックター，耕転機作業は実際の所要時間を測定し，他の作業はス

トップウオッチを用いて作業工程の時間を３～５回測定し，その平均値を求めた。

使用した機械類は以下のとうりである。

トラクター：井関式ＴＢ２０型

耕転機：久保田式ＫＭＢ２００型

テイラー：久保田式ＬＲ５０型

動力噴霧機：有光式ＵＨ－２型

試験区の構成は第１表に示したとうりで区制は２区制，一区面積は22,ﾀとした。

リー耕による作業が種子の分布を不均一にすること

はなかったと考えられる。

次に全層播直後の種子の垂直分布は第１図に示さ

れる。これによると０～７”層にほとんどの種子が

分布し,その分布割合をみると播種粒数の約50％が２

変異係数
完

副国｜播種粒醤

､播種直後表層

派；扇瀞



８

種子の分布率 ％ （２）覆土量の相違による株立率について

覆土量と出芽率の関係を検討しよう(第２図）

泉2)によると麦の全層播栽培においては下層土

(４～６“層）の種子の分布率は６５形と多く，そ

の出芽率は25％であって著しく発芽が劣ると述

べている。トウモロコシの全層播に於ても,上述

のような出芽率の低下が懸念されるので，イタ

リアンライグラス跡地に残根や諜を含まない細

土を０～15“覆土した｡これによると，１cw1覆土

区が77％と出芽率もっとも良く，次いで３cw8覆

土区75形.15cm覆十区27％となり,覆土量が多く

なるにしたがって直線的に出芽率は低下した。

OcTt区に於ては，乾燥による発芽阻害のため４

％ともっとも悪かった。‐
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第３図全眉播きにおける土壌の層位別の種子の分布率と出芽率
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第１図・全層播後の種子の垂直分布
令

〔注〕１８ケ所調査６月20日

１“（14％）４cm＠（16影）層に約30形が分布し，Oc1mと５～７”層ではそれぞれ８％以下であ

って極めて少ない。表層０～４cm､に約80影の種子が占められていた。

出芽率種子の分布率

哩鴛鴬
5０８０％5０４１」
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（３）慣行区と全層播区の株立率の比較

慣行区と，全層播区の株立率を第３表に示した。これによると慣行区の株立率は弱.2影であ

るのに対し，全層播区のそれは64.7％であって，著しく慣行区の株立率は劣っている。また変

異係数についてみると，慣行区の48.4％に対して，全層播区の25.8％と，慣行区は大きな値と

なっている。このことは，畦立作業によって下層土の残根が表層に多く現れたため，全層播区

より以上に土塊が大となり，その土塊が発芽ならびに出芽障害を招来せしめ，それが株立むら

となって変異係数も大となったのであらう。また同時に全層播区は撹土によったため種子が直

接に肥料に接触しなかったが，慣行区に於ては，施肥直後（化成肥料14.51Ｗα）に播種した

ことにより種子が肥料に接触し，発芽，出芽障害をおこして株立率の低下となったことも考え

られる。

第３表慣行区と全層播の株立率の比較 （４）生草収量について

収穫時に於ける草丈と一株童との

関係は第４図に示される。まづ少肥

区，中肥区，多肥区の順で草丈は大

となり，一株重に於ても少肥区，中

肥区，多肥区の順で大とな．ってい

る。

次に播種の多少についてみると，

少肥区に於ては草丈，一株重共に大

〔注〕 19ケ所調査

種子ならびに肥料中量区

７月12日（播種後22日）

塁目|播瀞|株淵株深|変異係数

差はなく，中肥区に於ては草丈には大差はないが，播種量が多くなると一株重は小となる傾向

を示した。また多肥区に於ては草丈には大差はないが，播種量が多くなると一株重は明らかに

小となっている。慣行区は少肥区に比して，草丈には大差はないが一株重は大であった。

試験区

収穫時に於ける栽植株数と生草収量の関係は

第５図に示される。これによると，派当生草収

量は少肥区，中肥区，多肥区の順で大となって

いる。まづ少肥区については，個体重の差異は

殆んど認められなく，株立数が多くなれば当然

個体数の増加となって漸増の傾向を示した。中

梱．，肥区，多肥区，に於ては株立数が多くなると生
子

多中少草収量も多くなっているｶﾐ，茄当40株前後を超

蝿慨えると,それが個体重の低下となって生草収量
〃少◎ｅ●は少なくなっている。慣行区に於ては，株立数
慣行．Ｘ

が17株ともっとも少いたあ生草収量は少なくな

っている◎

生草収量と乾物重は第６図に示され石。これ

によると少肥区，中肥区，多肥区の順で生草・

乾物収量の増加が認められる。まづ少肥区に於
二の関係

ては，播種量が多くなると生草収量も多くなっ

ている。その増加の割合は中肥区，多肥区にく

107噂，中量区で195彫，多量区250噂となっている。中肥らべて大きくなり，
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第４図収穫時における草丈と一株重との関係
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区に於ては種子中量区の770彫ともっとも生草収量多く，次いで多量区650噂少量区380噂とな

っている。多肥区に於ては種子中量区の生草収量は984彫であってもっとも多く，次いで多量

区の922彫，少量区の807噂となっている。慣行区の生草収量は184彫を示し，少肥区の種子中
量区とほぼ同量を示した。
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第‘図溌豊生草収量'並に乾物重
青刈トウモロコシは生産の目的が栄養体であるので，かなりの生産をあげようと思えば多肥

と適正なる栽植株数が必要である。出井')は窒素５．0～2.21Ｗαの付近に多収のための適量があ

るとしている。大野6)は，トウモロコシによる肥料の収奪は極めて多く，窒素では２１Ｗαを必

要とし,加里は5.5～4.01Ｗαを必要とするとしている。これらの報告はイタリアンライグラス

跡地ではなく畦立栽培であり,イタリアンライグラス跡地に於ては,以下の理由で上記の成績よ

りも多くの肥料を要するものと考えられる。すなわちイタリアンライグラス跡地には多量の残

根（111.31Ｗα）が還元されるが，これはＣ/Ｎ率が48という極めて大きい｡〕。このため残根

の分解に際しては一時的に窒素を消費するのでトウモロコシは窒素不足をおこし，トウモロコ

シの生育日数(55日)では，生育不良の回復が困難となり減収になるものと考えられる。従って

有機物の分解に際しては，消費された窒素量を考慮した窒素を施用しなければならない。この

ように判断すると，窒素少量区（窒素１KＷα）に於ては，窒素不足に原因して僅か2501Ｗα

の生草収量となったものであらう。従ってイタリアンライグラス跡地では，窒素２１Ｗαでか

なりの収量があがり，多収を望む場合には窒素３１Ｗαが必要と推定される。…

栽植株数について鎌田s>はドリル播栽培で栽植株数20～25株/流の多肥条件で，700/αの生草

収量をあげている。しかし全層播栽培に於ては,40株/派を超すと過密の傾向となって個体間の

競合現象がはげしくなり，それが個体重のいちぢるしい低下となって減収の因をなすものと考

えられる。本試験における全層播栽培では，適正な栽植株数は35株/７７fであり，窒素は３１Ｗα

のところで最高収量が得られた。

（５）慣行区と全層播区の所要労働時間の比較について

慣行栽培に於ける作業種目別所要労働時間は，第７図第４表に示される。まず整地作業の全

所要時間は慣行区では８時間20分，全層播区は５時間７分であり，全層播区が著しく所要時間

２

1０２０３０４０５０

－３７－



く要している。このことは慣行区と全層播区の生草収量の相違によるものである。

第４表トウモロコシの慣行栽培と全層播栽培の所要労働時間の比較（10α）

播蓮作業の全所要時間は，慣行区の６時間４２

分，全層播区が４時間47分と著しく全層播が所要

時間を短縮し，約30影程度の労力減となった。播

種作業に於ては，全層播区は全面散布のために約

１時間労力を多く要している。しかし種子覆土作

業に於ては，慣行区は平鍬にて覆土をするためロ

ータリー覆土の約４倍の労力を要した。．

つぎに管理.刈取・集草の作業についてみると，

慣行区は６時間57分，全層播区は18時間39分であ

って約５倍程度の労力を要している。刈取時間に

於ては，全層播区が約５倍多く要し，集草時間に

於ては２倍となり，いづれも全層播区が労力を多

を短縮しており約40％程度の労力減となった。この原因は全層播区が播溝切りを必要としなか

ったことによる。

300
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
｜

蕊
岬
韓
－

１
１
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！

200

％

100

５０

第７図作業別所要時間の比較

〔注〕慣行区を100とした場合
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以上合計すると所要時間は慣行区が21時間39分，全層播が28時間55分となって全層播区が約

30％の労力を要している。その理由としては，全層播区が慣行区にくらべて高い収量を得たた

めに，刈取・集草に労力を多く要したものである。トウモロコシ作業の主体をなす整地･播種作

業に於て，全層播区が50～40％程度省力化されたことは，これまでの方法より更に一歩前進し

たものといえよう｡なお刈取方法については，両区が手刈によるものであって多くの時間がか

かっているが，トウモロコシ刈取の機械化を行なえば，更に一層の労力減となり得るであら

う。

次に労働一時間当生草生産量の比較は第５表に示される。

第５表時間当生草生産量の比較これによると，慣行区の85.1町に対し

皇漢|識0房'零稲
慣行一区

全層播区

1845.2

7704.4

21.59

28.33

駿当篭

85.1

269.8

〔注〕各区か種子ならびに肥料中量区

全層播区は269.8彫と約３倍強の収量を

示し，全層播は著しく労働生産性の向上

が認められた

摘 要

本試験は，1967年愛媛大学農学部附属研究農場圃場に於てトウモロコシ（エローデントコー

ン，在来種）を供賦し，イタリアンヲイグラス跡地に於て，施肥量ならびに播種量を異にして

全層播栽培を実施し，これを慣行法による畦立栽培と比較し，種子の分布率，株立率，収量及

び所要労力などについて考察した。その結果の概要は次の通りである。

１）播種直後と，ロータリー耕後における種子分布の変異係数は両者に大差なく，種子の分

布はロータリー耕前とほぼ同様であって，ロータリー耕による種子の偏在は認められなかっ

た。

２）全層播における土層中の種子は表層（０～４cwz）に約80％分布し，株立率は70％前後で

あった。慣行区の株立率は土塊と肥料による障害で33％程度であった。

ろ）栽植株数は35株/77fがよく，出芽率65妬とすると適正な播種量は２１Ｗαである。窒素は

３１Ｗα施用で9801Ｗαという多収をあげた。

４）１０α当所要労働時間は，慣行区が21時間59分，全層播区が28時間53分となり，全層播区

は労力を多く要した。労働一時間当トウモロコシ生産量は，慣行区では85.1噂，全層播区は26

9.8噂であって後者が著しく多かった。
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